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接
種
に
む
け
た
準
備
や
整
備
に

向
け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
健
康
福
祉
課

内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
班
を
立
ち
上
げ
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
月
２
日
に
は
、
集
団
接
種
の

会
場
と
な
る
上
三
川
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
接
種

会
場
を
設
営
し
、
小
山
地
区
医
師

会
の
医
師
立
会
い
の
も
と
、
助
言

や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

受
付
か
ら
予
診
、
接
種
の
一
連
の

流
れ
、
会
場
の
設
営
確
認
等
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
も
、
医
師
会
等
、
関
係
団

体
と
綿
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

体
制
を
整
え
、
町
民
の
皆
様
の

不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信
や
情
報
共

有
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
が
必
要
と
考
え
る
が
町
の
取

組
は
。

町
長
　
災
害
発
生
時
に
お
け
る

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
携
帯

電
話
に
一
斉
に
情
報
が
発
信
さ

れ
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
か
み
た

ん
メ
ー
ル
、
町
公
式
ラ
イ
ン
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
更
に
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
防
災
対
策

問答

問答

鶴見 典明 議員
つるみ のりあき

砂
塵
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、

畑
作
地
域
を
中
心
に
越
年
作
物
の

作
付
を
奨
励
す
る
考
え
は
。

農
政
課
長
　
町
農
業
再
生
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
、
畑
地
に
作

付
す
る
こ
と
で
自
給
率
向
上
と
耕

作
放
棄
地
対
策
を
目
的
と
す
る

「
畑
地
有
効
活
用
促
進
事
業
」
に

お
い
て
、
麦
・
菜
種
な
ど
を
生

産
・
販
売
す
る
農
家
に
対
し
交
付

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

直
接
的
に
砂
塵
対
策
を
目
的
と

し
た
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

越
冬
作
物
の
作
付
は
被
害
減
少
に

資
す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
推
進
を

行
い
被
害
の
抑
止
を
図
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

他
市
町
と
比
べ
て
よ
り
良
い
給

食
と
す
る
た
め
の
対
策
は
。

教
育
長
　
運
営
に
お
い
て
は
学
校

給
食
法
に
基
づ
く
栄
養
摂
取
基
準

に
配
慮
す
る
と
共
に
、
安
全
で
安

心
で
き
る
学
校
給
食
の
提
供
を
第

一
に
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
食
品
を
組
み
合

わ
せ
た
献
立
、
食
育
の
充
実
、
地

産
地
消
の
推
進
な
ど
を
重
点
と
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

春
先
の
砂
塵
対
策

問答

問答

稲川 洋 議員
いながわ ひろし

短
時
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
作

成
し
て
い
る
予
防
接
種
の
手
引

き
を
基
に
、
現
在
、
接
種
体
制

を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。現

時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
時
期
や
供
給
量
な
ど
が
不
透

明
な
状
況
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

が
供
給
さ
れ
次
第
速
や
か
に
接

種
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

接
種
方
法
は
。

町
長
　
接
種
方
法
に
つ
い
て

は
、
主
に
医
療
機
関
で
個
別
に
接

種
す
る
個
別
接
種
と
、
特
定
の
場

所
・
日
時
に
住
民
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
接
種
す
る
集
団
接
種
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
集
団
接
種
を
基
本

と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
個
別
接
種
に
つ
い
て
も
町

内
の
医
療
機
関
で
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

接
種
の
順
位
は
。

町
長
　
接
種
順
位
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た

計
画
で
実
施
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
医
療
従

事
者
、
次
に
高
齢
者
、
高
齢
者

施
設
入
所
者
及
び
従
事
者
、
そ

れ
以
外
の
方
と
い
っ
た
順
で
接

種
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問答

問答問答

勝山 修輔 議員
かつやま しゅうすけ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

フ
レ
イ
ル
調
査
・
健
康
維
持
の
取

組
み
は
。

町
長
　
フ
レ
イ
ル
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
事
業
を
通
し
、
ま

た
、
民
生
委
員
と
も
連
携
し
て

実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
誌
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
等
の

地
域
の
居
場
所
に
お
い
て
町
保

健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
い
て
の
講
話
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

問答

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら

１０
年
を
迎
え
た
が
、
改
め
て
町
の

ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対
策
は
。

町
長
　
ハ
ー
ド
面
の
対
策
で

は
、
町
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設

の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
面
の
対
策
で
は
、
災

害
対
応
に
お
い
て
自
助
・
共

助
・
公
助
が
か
み
合
わ
な
い
と

対
策
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

が
強
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
に
関

わ
る
業
務
等
を
総
合
的
に
定
め

た
上
三
川
町
地
域
防
災
計
画
の

改
定
や
、
応
急
対
策
や
優
先
的

な
業
務
を
定
め
た
上
三
川
町
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
地
域
住
民
に
よ
る
自

発
的
な
防
災
活
動
を
推
進
す
べ

く
、
自
治
会
な
ど
を
単
位
と
し

た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推

進
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
充
実

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
対
応

問答

しどり

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
関
係
教
職
員

の
負
担
が
増
え
て
い
る
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長
　
各
学
校
の
感
染
症
対

策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な

物
品
購
入
等
の
た
め
１
校
あ
た

り
３
６
０
万
円
を
配
当
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例
紹
介
な
ど

指
導
主
事
を
中
心
に
必
要
と
さ
れ

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問答

海老原　友子　議員
えびはら ともこ

３月２６日に実施された集団接種シミュレーションの様子
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接
種
に
む
け
た
準
備
や
整
備
に

向
け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
健
康
福
祉
課

内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
班
を
立
ち
上
げ
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
月
２
日
に
は
、
集
団
接
種
の

会
場
と
な
る
上
三
川
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
接
種

会
場
を
設
営
し
、
小
山
地
区
医
師

会
の
医
師
立
会
い
の
も
と
、
助
言

や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

受
付
か
ら
予
診
、
接
種
の
一
連
の

流
れ
、
会
場
の
設
営
確
認
等
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
も
、
医
師
会
等
、
関
係
団

体
と
綿
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

体
制
を
整
え
、
町
民
の
皆
様
の

不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信
や
情
報
共

有
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
が
必
要
と
考
え
る
が
町
の
取

組
は
。

町
長
　
災
害
発
生
時
に
お
け
る

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
携
帯

電
話
に
一
斉
に
情
報
が
発
信
さ

れ
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
か
み
た

ん
メ
ー
ル
、
町
公
式
ラ
イ
ン
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
更
に
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
防
災
対
策

問答

問答

鶴見 典明 議員
つるみ のりあき

砂
塵
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、

畑
作
地
域
を
中
心
に
越
年
作
物
の

作
付
を
奨
励
す
る
考
え
は
。

農
政
課
長
　
町
農
業
再
生
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
、
畑
地
に
作

付
す
る
こ
と
で
自
給
率
向
上
と
耕

作
放
棄
地
対
策
を
目
的
と
す
る

「
畑
地
有
効
活
用
促
進
事
業
」
に

お
い
て
、
麦
・
菜
種
な
ど
を
生

産
・
販
売
す
る
農
家
に
対
し
交
付

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

直
接
的
に
砂
塵
対
策
を
目
的
と

し
た
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

越
冬
作
物
の
作
付
は
被
害
減
少
に

資
す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
推
進
を

行
い
被
害
の
抑
止
を
図
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

他
市
町
と
比
べ
て
よ
り
良
い
給

食
と
す
る
た
め
の
対
策
は
。

教
育
長
　
運
営
に
お
い
て
は
学
校

給
食
法
に
基
づ
く
栄
養
摂
取
基
準

に
配
慮
す
る
と
共
に
、
安
全
で
安

心
で
き
る
学
校
給
食
の
提
供
を
第

一
に
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
食
品
を
組
み
合

わ
せ
た
献
立
、
食
育
の
充
実
、
地

産
地
消
の
推
進
な
ど
を
重
点
と
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

春
先
の
砂
塵
対
策

問答

問答

稲川 洋 議員
いながわ ひろし

短
時
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
作

成
し
て
い
る
予
防
接
種
の
手
引

き
を
基
に
、
現
在
、
接
種
体
制

を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。現

時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
時
期
や
供
給
量
な
ど
が
不
透

明
な
状
況
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

が
供
給
さ
れ
次
第
速
や
か
に
接

種
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

接
種
方
法
は
。

町
長
　
接
種
方
法
に
つ
い
て

は
、
主
に
医
療
機
関
で
個
別
に
接

種
す
る
個
別
接
種
と
、
特
定
の
場

所
・
日
時
に
住
民
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
接
種
す
る
集
団
接
種
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
集
団
接
種
を
基
本

と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
個
別
接
種
に
つ
い
て
も
町

内
の
医
療
機
関
で
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

接
種
の
順
位
は
。

町
長
　
接
種
順
位
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た

計
画
で
実
施
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
医
療
従

事
者
、
次
に
高
齢
者
、
高
齢
者

施
設
入
所
者
及
び
従
事
者
、
そ

れ
以
外
の
方
と
い
っ
た
順
で
接

種
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問答

問答問答

勝山 修輔 議員
かつやま しゅうすけ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

フ
レ
イ
ル
調
査
・
健
康
維
持
の
取

組
み
は
。

町
長
　
フ
レ
イ
ル
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
事
業
を
通
し
、
ま

た
、
民
生
委
員
と
も
連
携
し
て

実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
誌
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
等
の

地
域
の
居
場
所
に
お
い
て
町
保

健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
い
て
の
講
話
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

問答

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か
ら

１０
年
を
迎
え
た
が
、
改
め
て
町
の

ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対
策
は
。

町
長
　
ハ
ー
ド
面
の
対
策
で

は
、
町
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設

の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
面
の
対
策
で
は
、
災

害
対
応
に
お
い
て
自
助
・
共

助
・
公
助
が
か
み
合
わ
な
い
と

対
策
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

が
強
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
に
関

わ
る
業
務
等
を
総
合
的
に
定
め

た
上
三
川
町
地
域
防
災
計
画
の

改
定
や
、
応
急
対
策
や
優
先
的

な
業
務
を
定
め
た
上
三
川
町
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
地
域
住
民
に
よ
る
自

発
的
な
防
災
活
動
を
推
進
す
べ

く
、
自
治
会
な
ど
を
単
位
と
し

た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推

進
し
ま
し
た
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
充
実

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
対
応

問答

しどり

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
関
係
教
職
員

の
負
担
が
増
え
て
い
る
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長
　
各
学
校
の
感
染
症
対

策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な

物
品
購
入
等
の
た
め
１
校
あ
た

り
３
６
０
万
円
を
配
当
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例
紹
介
な
ど

指
導
主
事
を
中
心
に
必
要
と
さ
れ

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問答

海老原　友子　議員
えびはら ともこ

３月２６日に実施された集団接種シミュレーションの様子
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町
の
農
業
の
今
後
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
近
年
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
担
い

手
農
家
の
不
足
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
の
加
速
、
集

落
営
農
組
織
化
の
促
進
、
新
規

就
農
者
の
確
保
及
び
育
成
の
推

進
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
の

維
持
・
発
揮
の
た
め
地
域
内
で

の
多
様
な
人
材
が
参
画
す
る
共

同
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
大
型
機
械
で
の
作
業

や
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
す
る

た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
・
需

要
が
減
少
し
て
い
る
主
食
用
米

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

問答

や
麦
な
ど
へ
の
転
換
、
収
益
性

の
高
い
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大

を
推
進
し
、
本
町
農
畜
産
物
の

生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

石﨑幸寛議長（左）　田村稔議員（右）

会派名 しらさぎ維新会

代表者 勝山修輔　議員

所属議員 勝山修輔　議員

  （1名）

いしんかい

感
染
防
止
対
策
の
た
め
幼
稚
園

・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
水
道

蛇
口
を
レ
バ
ー
式
に
す
る
考
え

は
。

町
長
　
保
育
所
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
達
が
肘
や

手
の
甲
を
使
っ
て
簡
単
に
開
け

閉
め
が
で
き
る
レ
バ
ー
式
の
蛇

口
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
学
校
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
予
防
対
策
に
つ
い

て
様
々
な
対
応
を
と
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

レ
バ
ー
式
蛇
口
に
つ
い
て
も

補
助
事
業
を
活
用
し
、
予
防
対

策
の
一
つ
と
し
て
導
入
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問答

税
収
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
令
和
３
年
度
予
算
を

ど
の
よ
う
な
考
え
で
積
算
し
た

の
か
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況

下
に
お
い
て
経
済
や
雇
用
へ

の
影
響
か
ら
大
幅
な
税
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、
特
に
影
響

の
大
き
い
法
人
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
内
閣
府
の
月
例
経

済
報
告
に
お
け
る
企
業
収
益

等
の
状
況
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
の
影
響
な
ど
を
参
考

に
積
算
を
行
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
等
に
つ
い
て
も

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
町

税
全
体
で
前
年
度
比
１４
％
、
約

８
億
円
の
大
幅
な
減
収
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

税
収
へ
の
影
響

問答

財
政
不
足
が
予
想
さ
れ
る
予
算

項
目
へ
の
対
応
は
。

町
長
　
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

お
け
る
地
方
税
改
正
に
よ
る
固

定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
分
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
地
方
税
収
補
填
特
別
交
付
金

に
お
い
て
軽
減
額
相
当
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
町
税
の
減
収
分
に
つ

い
て
は
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
他
、
臨
時
財
政
対
策
費
の
導
入

等
に
よ
り
補
填
す
る
こ
と
と
し
て

予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
考

え
は
。

町
長
　
住
み
や
す
い
地
球
環
境

を
守
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
こ
と
は
人
類
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た

め
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
取
り
組
み
は
極
め
て
重
要
と

考
え
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
、

国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 問答答

神藤　昭彦　議員
しんどう あきひこ

　町議会議員として15年以上在職し、議会活動を通
じ地方自治の進展のために大きな役割を果たし、功
労があった議員として田村稔議員が町村議会議長会
より表彰を受けました。

議会において政治上の主義、理
念、政策を共有する議員が集まっ
て作ることができるグループのこと
です。
会派は一般的に複数の議員に

よって結成されますが、1人の議員
による会派もあります。

接
種
向
上
の
た
め
の
町
独
自
の

施
策
は
。

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
一
方
で
接
種
後

の
副
反
応
へ
の
不
安
か
ら
接

種
を
た
め
ら
う
方
が
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
に
対
し
相
談
窓

口
を
設
け
、
副
反
応
に
つ
い

て
説
明
し
、
不
安
を
解
消
し

て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
接
種
会
場
ま
で
の

交
通
手
段
が
な
い
方
・
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
へ
は
、
集
団

接
種
会
場
ま
で
の
バ
ス
の
巡

回
や
、
か
か
り
つ
け
医
で
の

個
別
接
種
な
ど
の
対
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種

問答
１８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
　
町
で
は
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
に
つ
い
て
現
物
給

付
方
式
に
て
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
様
の
方
式
で
対
象
年

齢
を
拡
大
し
た
場
合
、
将
来
に

わ
た
り
相
当
の
財
政
負
担
を
伴

う
こ
と
と
な
る
た
め
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
長
期
的
な
見
通

し
で
支
援
策
の
選
択
及
び
制
度

の
安
定
的
な
実
施
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
独
自
に
、
又
は
町
村
会

を
通
じ
県
に
補
助
額
の
拡
大

に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内

の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
を
し
て
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問答

田﨑　幸夫　議員
たさき ゆきお

全国町村議会議長会
　　　自治功労者表彰

田村　稔　議員
たむら みのる

会派について

会派の届出が
ありました
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町
の
農
業
の
今
後
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
近
年
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
担
い

手
農
家
の
不
足
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
の
加
速
、
集

落
営
農
組
織
化
の
促
進
、
新
規

就
農
者
の
確
保
及
び
育
成
の
推

進
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
の

維
持
・
発
揮
の
た
め
地
域
内
で

の
多
様
な
人
材
が
参
画
す
る
共

同
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
大
型
機
械
で
の
作
業

や
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
す
る

た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
・
需

要
が
減
少
し
て
い
る
主
食
用
米

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

問答

や
麦
な
ど
へ
の
転
換
、
収
益
性

の
高
い
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大

を
推
進
し
、
本
町
農
畜
産
物
の

生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

石﨑幸寛議長（左）　田村稔議員（右）

会派名 しらさぎ維新会

代表者 勝山修輔　議員

所属議員 勝山修輔　議員

  （1名）

いしんかい

感
染
防
止
対
策
の
た
め
幼
稚
園

・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
水
道

蛇
口
を
レ
バ
ー
式
に
す
る
考
え

は
。

町
長
　
保
育
所
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
達
が
肘
や

手
の
甲
を
使
っ
て
簡
単
に
開
け

閉
め
が
で
き
る
レ
バ
ー
式
の
蛇

口
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
学
校
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
予
防
対
策
に
つ
い

て
様
々
な
対
応
を
と
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

レ
バ
ー
式
蛇
口
に
つ
い
て
も

補
助
事
業
を
活
用
し
、
予
防
対

策
の
一
つ
と
し
て
導
入
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問答

税
収
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
令
和
３
年
度
予
算
を

ど
の
よ
う
な
考
え
で
積
算
し
た

の
か
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況

下
に
お
い
て
経
済
や
雇
用
へ

の
影
響
か
ら
大
幅
な
税
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、
特
に
影
響

の
大
き
い
法
人
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
内
閣
府
の
月
例
経

済
報
告
に
お
け
る
企
業
収
益

等
の
状
況
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
の
影
響
な
ど
を
参
考

に
積
算
を
行
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
等
に
つ
い
て
も

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
町

税
全
体
で
前
年
度
比
１４
％
、
約

８
億
円
の
大
幅
な
減
収
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

税
収
へ
の
影
響

問答

財
政
不
足
が
予
想
さ
れ
る
予
算

項
目
へ
の
対
応
は
。

町
長
　
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

お
け
る
地
方
税
改
正
に
よ
る
固

定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
分
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
地
方
税
収
補
填
特
別
交
付
金

に
お
い
て
軽
減
額
相
当
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
町
税
の
減
収
分
に
つ

い
て
は
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
他
、
臨
時
財
政
対
策
費
の
導
入

等
に
よ
り
補
填
す
る
こ
と
と
し
て

予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
考

え
は
。

町
長
　
住
み
や
す
い
地
球
環
境

を
守
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
こ
と
は
人
類
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た

め
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
取
り
組
み
は
極
め
て
重
要
と

考
え
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
、

国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 問答答

神藤　昭彦　議員
しんどう あきひこ

　町議会議員として15年以上在職し、議会活動を通
じ地方自治の進展のために大きな役割を果たし、功
労があった議員として田村稔議員が町村議会議長会
より表彰を受けました。

議会において政治上の主義、理
念、政策を共有する議員が集まっ
て作ることができるグループのこと
です。
会派は一般的に複数の議員に

よって結成されますが、1人の議員
による会派もあります。

接
種
向
上
の
た
め
の
町
独
自
の

施
策
は
。

町
長
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
一
方
で
接
種
後

の
副
反
応
へ
の
不
安
か
ら
接

種
を
た
め
ら
う
方
が
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
に
対
し
相
談
窓

口
を
設
け
、
副
反
応
に
つ
い

て
説
明
し
、
不
安
を
解
消
し

て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
接
種
会
場
ま
で
の

交
通
手
段
が
な
い
方
・
基
礎

疾
患
が
あ
る
方
へ
は
、
集
団

接
種
会
場
ま
で
の
バ
ス
の
巡

回
や
、
か
か
り
つ
け
医
で
の

個
別
接
種
な
ど
の
対
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種

問答
１８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
　
町
で
は
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
に
つ
い
て
現
物
給

付
方
式
に
て
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
様
の
方
式
で
対
象
年

齢
を
拡
大
し
た
場
合
、
将
来
に

わ
た
り
相
当
の
財
政
負
担
を
伴

う
こ
と
と
な
る
た
め
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
長
期
的
な
見
通

し
で
支
援
策
の
選
択
及
び
制
度

の
安
定
的
な
実
施
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
独
自
に
、
又
は
町
村
会

を
通
じ
県
に
補
助
額
の
拡
大

に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内

の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
を
し
て
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問答

田﨑　幸夫　議員
たさき ゆきお

全国町村議会議長会
　　　自治功労者表彰

田村　稔　議員
たむら みのる

会派について

会派の届出が
ありました
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